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研究成果の概要（和文）： タイプ別脳性麻痺者の筋力、筋断面積、動作速度について検討した。

痙直型脳性麻痺者とアテトーゼ型脳性麻痺者において筋力、筋断面積、動作速度にそれぞれ関

係があることが認められた。等速性筋力測定時の筋電図所見から、痙直型脳性麻痺者は主働筋

と拮抗筋と同時収縮が確認され、十分な相反抑制機構が発揮されていないが、アテトーゼ型脳

性麻痺者については相反抑制機構に基づいた筋出力が発揮されているのではないかと考えた。 

 

研究成果の概要（英文）： I examined the strength of the CP person classified by type, a 

muscle cross-sectional area, and working speed. It was accepted that I am related to a 

strength, a muscle cross-sectional area, and working speed in a spasticity type CP person 

and a athetoid type CP person, respectively. Although the agonistic muscle, the 

antagonistic muscle, and the synchronously contraction were checked for the spasticity 

type CP person and sufficient reciprocal-inhibition organization was not demonstrated from 

the EMG remark at the time of an isokinetic dynamometry, I considered the athetoid CP person 

whether the muscle out put based on a reciprocal-inhibition organization is demonstrated.  
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1.研究開始当初の背景 

（１）脳性麻痺のタイプ別筋力と筋断面積に

関する研究から、脳性麻痺のタイプによって

筋力強化法が異なるのではないかという推

測された。 

（２）痙直型脳性麻痺とアテトーゼ型脳性麻

痺とは異なったトレーニング方法が必要で

あると考えた。 

（３）脳性麻痺の科学的トレーニングとして

タイプ別脳性麻痺者の筋力、筋断面積、動作

速度から検討する。 

（４）タイプ別脳性麻痺の筋力トレーニング

方法について開発することを目的とした。 

 
２．研究の目的 

（１）タイプ別脳性麻痺者（痙直型脳性麻痺

者、アテトーゼ型脳性麻痺者）の筋力と筋断

面積及び動作速度について検討する。 

（２）運動能力別の筋力と筋断面積及び動作

速度について検討する。 

（３）筋電図を用いて等速性筋力測定時の筋

出力状態を確認する。 

（４）タイプ別筋力トレーニングの方法を開

発する。 

 
３．研究の方法 

（１）対象は本研究の目的、手順等を説明し

た上で同意を得られた脳性麻痺者とした。 

（２）痙直型脳性麻痺者 20名 40 肢（平均年

齢 26.2 歳）、アテトーゼ型脳性麻痺者10名

20 肢（平均年齢 30.8 歳）で検討した。 

（３）筋力測定は BIODEX-System３を用いて、

膝伸展力及び膝屈曲力を等速性筋力 60°

/sec、180°/sec、300°/secで、股伸展力及

び股屈曲力については等速性筋力 60°/sec、

180°/sec で測定した。本研究では角速度

180°/sec で検討した。 

（４）MRI 画像による筋断面積は大腰筋、大

腿 50％部大腿四頭筋、大腿 50％部ハムスト

リングスについて計測した。 

（５）動作速度は Ballistic Master(コンビ

社)を用いて膝振り上げ速度と膝振り下ろし

速度について測定した。 

（６）等速性筋力測定時の筋出力状況につい

て MYOTRACE400 を使用し、大腿直筋と半腱様

筋の筋電図測定を試みた。 

（７）各項目との相関関係はピアソンの相関

関係有意確率（両側）で検討した。 

（８）本研究は当大学倫理規定に基づいて実

施した。 

 
４．研究成果 

（１）痙直型脳性麻痺者とアテトーゼ型脳性

麻痺者の両者は筋力、筋断面積、動作速度に

それぞれ関係があることが認められた(図 1、

２)。 
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図１ 膝伸展力と大腿部 50％大腿四頭筋

断面積（相関係数 r=.577、p<.01、n=33） 
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図２ 股屈曲力と膝振り上げ速度との関

係（相関係数 r=.866,p<.01,n=29） 



 

 

（２）痙直型脳性麻痺者については下肢の運

動機能が低い脳性麻痺者ほど筋断面積が小

さかった（図３）。また、運動機能の低い痙

直型脳性麻痺者は早い速度に対応できない

ことが示唆された。 

 

 

 

 

 

 

  図３ トレーニング者（左）と車いす使用者

（右）の大腿部 50％筋断面積ＭＲ画像 

 

（３）筋電図所見から、痙直型脳性麻痺者は

主働筋と拮抗筋と同時収縮が確認され、十分

な相反抑制機能が発揮されていないことが

わかった。アテトーゼ型脳性麻痺者について

は筋電図上の波形が過剰に反応しているが、

相反抑制機構に基づいた筋出力が発揮され

ているのではないかと考えた（図４）。 
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図４等速性筋力測定時（角速度 180°/sec）

の筋電図（左：痙直型右：アテトーゼ型） 

 

（４）痙直型脳性麻痺者においての筋力強化

は主働筋と拮抗筋を分けてトレーニングす

ることが困難であり、両者を同時に発達させ

ながら筋力が強化されていく可能性が高い

のではないかと考える。また、筋力強化をす

る手段としてゆっくりとした動作の中での

筋力トレーニングが有効ではないかと考え

る。動作速度を上げるためには筋力を向上さ

せていくことが一つの要素になると考える。

一方、アテトーゼ型脳性麻痺者の筋力トレー

ニングの方法は健常者のトレーニングに近

い状態で実施できるのではないかと考えた。 
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